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論
考

呉
・

蜀
の

都
督

制
度

と
そ

の
周

辺

石
井

仁

は
じ
め
に

魏
晋
の
軍
事
制
度
は
、
中
央
の
中
軍
、
地
方
の
都
督
、
お
も
に
二
本
の
柱
か
ら

な
っ
て
い
た
。
中
軍
は
中
外
軍
と
も
称
さ
れ
、
魏
晋
王
朝
の
皇
帝
直
属
軍
を
さ
す

固
有
名
詞
で
あ
る
。
領
軍
将
軍
・
護
軍
将
軍
（
資
歴
が
低
い
場
合
は
中
領
軍
・
中

護
軍
）
が
兵
士
の
統
率
の
ほ
か
、
武
官
人
事
な
ど
を
掌
握
し
た
。
宰
相
が
都
督
中

外
諸
軍
事
（
略
し
て
中
外
都
督
）
を
兼
任
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
一

）

い
っ
ぽ
う
、
都
督
は
「
使
持
節
・
都
督
○
州
諸
軍
事
」
の
略
称
で
、
各
方
面
の

行
政
・
軍
事
を
統
轄
す
る
機
関
、
お
よ
び
そ
の
長
官
を
さ
す
官
名
で
あ
る
。
臨
時

職
の
都
督
征
討
諸
軍
事
（
略
し
て
征
討
都
督
）
や
中
外
都
督
と
区
別
し
、
州
都
督

や
州
郡
都
督
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
『
魏
志
』
巻
二
十
八
・
王
淩
伝
に
、

正
始
初
〔
西
暦
二
四
〇
年
、
以
下
、
カ
ッ
コ
内
の
漢
数
字
は
西
暦
年
を
示

す
〕
、
爲
征
東
將
軍
・
假
節
・
都
督
揚
州
諸
軍
事
。
二
年
、
呉
大
將
全
琮
數

萬
衆
芍
陂
、
淩
率
諸
軍
逆
討
、
…
賊
退
走
。
進
封
南
鄕
侯
、
邑
三
百
五
十
戸
、

遷
車
騎
將
軍
・
儀
同
三
司
。
…
司
馬
宣
王
既
誅
曹
爽
〔
二
四
九
年
〕
、
進
淩

爲
大
尉
、
假
節
鉞
。

と
あ
り
、
同
上
巻
二
十
七
・
王
基
伝
に
、

（
文
）
欽
等
已
平
〔
二
五
五
年
〕
、
遷
鎭
南
將
軍
・
都
督
豫
州
諸
軍
事
・
領

豫
州
刺
史
、
進
封
安
樂
鄕
侯
。
…
以
淮
南
初
定
〔
二
五
八
年
〕
、
轉
基
爲
征

東
將
軍
・
都
督
揚
州
諸
軍
事
、
進
封
東
武
侯
。
…
甘
露
四
年
〔
二
五
九
年
〕
、

轉
爲
征
南
將
軍
・
都
督
荊
州
諸
軍
事
。

と
あ
る
よ
う
に
、
三
公
（
太
尉
・
司
徒
・
司
空
な
ど
）
な
い
し
将
軍
・
中
郎
将
の

帯
官
と
さ
れ
、
と
く
に
征
東
将
軍
や
鎮
南
将
軍
な
ど
四
征
・
四
鎮
将
軍
と
の
兼
任

が
多
く
み
ら
れ
る
。

魏
の
初
め
、
①
都
督
河
北
諸
軍
事
（
お
も
に
幽
州
薊
県
に
駐
屯
）
、
②
都
督
揚

州
諸
軍
事
（
壽
春
）
、
③
都
督
荊
州
諸
軍
事
（
宛
県
～
襄
陽
）
、
④
都
督
雍
涼
二

州
諸
軍
事
（
長
安
）
が
設
置
さ
れ
る
が
、
次
第
に
数
を
増
や
し
、
西
晋
の
頃
に
は

ラ
ン
ク
の
低
い
「
監
○
○
諸
軍
事
」
（
略
し
て
監
軍
）
な
ど
も
合
わ
せ
、
十
あ
ま

り
に
な
っ
て
い
た
。
都
督
は
駐
屯
地
に
都
督
府
を
開
き
、
正

副
幕
僚
長
の
長
史
・

司
馬
、
各
部
局
（
＝
曹
）
の
事
務
を
分
掌
す
る
参
軍
事
（
略
し
て
参
軍
）
、
庶
務

担
当
の
主
簿
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
を
備
置
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ

る
軍
師
（
軍
司
と
も
い
う
）
が
監
察
を
担
当
し
た
。

（
二

）

以
上
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
魏
晋
の
都
督
制
度
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
時
期
の
呉
と
蜀
に
つ
い
て
は
、
都
督
の
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
官
僚
制
度
の
全
体
像
を
描
く
こ
と
す
ら
困
難
を
き
わ
め
る
。
史
料
的

な
問
題
、
す
な
わ
ち
基
本
史
料
が
『
三
国
志
』
蜀
書
・
呉
書
に
か
ぎ
ら
れ
る
こ
と

が
主
な
原
因
で
あ
る
。

か
か
る
制
約
の
も
と
、
ま
れ
に
呉
や
蜀
の
官
制
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
魏
晋
と
の
違
い
だ
け
が
強
調
さ
れ
、
ひ
い
て
は
両
国
の
政
治
社
会
の
特
殊

性
・
独
自
性
を
傍
証
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
で
し
か
な
か
っ
た
。
都
督
を
含
む

呉
の
軍
事
制
度
が
封
建
制
的
に
運
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
川
勝
義
雄
氏
の
説
は
、
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そ
の
代
表
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
南
・
四
川
の
経
済
力
や
文
化
水
準
が
中
原
に
比

（
三

）

べ
て
低
か
っ
た
と
い
う
の
は
と
も
か
く
、
呉
や
蜀
の
国
家
体
制
が
魏
晋
と
は
異
質

だ
っ
た
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
も
う
す
こ
し
冷
静
に
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
成
立
の
経
緯
や
事
情
が
異
な
る
以
上
、
三
国

の
制
度
に
細
か
な
差
異
が
生
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
過
大
視
す

る
よ
う
な
方
法
は
、
か
え
っ
て
物
事
の
本
質
を
見
え
に
く
く
す
る
こ
と
に
な
り
は

し
な
い
か
。
ま
し
て
、
呉
・
蜀
の
制
度
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
で
は
、
な

お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
比
較
の
視
点
は
た
し
か
に
重
要
で
は
あ
る
が
、
前
提
と

な
る
べ
き
制
度
そ
の
も
の
の
解
明
が
先
決
だ
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
呉
と
蜀
の
都
督
制
度
、
お
よ
び
こ
れ
に

関
連
す
る
都
護
・
軍
師
・
護
軍
な
ど
の
武
官
制
度
を
中
心
に
分
析
を
加
え
、
魏
晋

の
制
度
と
の
比
較
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
『
三
国
志
』
魏
書
・
蜀
書
・
呉
書
を
引
用
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『
魏
志
』
『
蜀
志
』
『
呉
志
』
と
表
記
す
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て

お
く
。

一
、
呉
の
都
督

呉
の
都
督
制
度
は
魏
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
長
江
流
域
や
沿
岸
部
に
小
規
模
な

「
督
」
を
列
置
し
、
「
都
督
」
が
こ
れ
ら
を
支
配
す
る
と
い
う
の
が
、
通
説
的
な

理
解
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
洪
飴
孫
『
三
国
職
官
表
』
は
、
呉
の
都
督
に
つ

い
て
、于
瀕
江
要
地
皆
置
都
督
、
領
兵
屯
守
。
其
領
營
兵
亦
稱
督
。

と
説
明
し
つ
つ
、

權
輕
者
但
稱
督
。

と
い
う
注
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
陶
元
珍
氏
も
、
呉
の
「
屯
戍
」
に
つ
い
て
、
事

例
を
列
挙
し
な
が
ら
、

鎭
多
置
督
、
權
重
者
稱
都
督
。

常
並
置
監
軍
、
所
以
防
督
將
之
恣
肆
也
。

數
鎭
之
上
、
常
置
大
督
、
以
一
鎭
將
兼
之
。

州
郡
諸
縣
及
要
地
或
置
督
、
有
州
督
。

な
ど
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。

（
四

）

さ
ら
に
、
嚴
耕
望
氏
は
、
た
と
え
ば
、
『
呉
志
』
巻
三
・
孫
晧
伝
・
鳳
凰
元
年

（
二
七
二
）
八
月
の
条
に
、

徴
西
陵
督
歩
闡
。
闡
不
應
、
據
城
降
晉
。
遣
樂
鄕
都
督
陸
抗
圍
取
闡
、
闡
衆

悉
降
。

と
あ
る
よ
う
に
、
反
乱
を
お
こ
し
た
「
西
陵
督
」
の
歩
闡
（
？
～
二
七
二
）
を
、

「
樂
鄕
都
督
」
の
陸
抗
（
二
二
六
～
二
七
四
）
が
討
っ
た
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
同

上
巻
十
六
・
陸
凱
伝
に
、

五
鳳
二
年
〔
二
五
五
年
〕
、
…
拜
巴
丘
督
・
偏
將
軍
、
封
都
鄕
侯
、
轉
爲
武

昌
右
部
督
。
…
孫
休
即
位
〔
二
五
八
年
〕
、
拜
征
北
將
軍
・
假
節
・
領
豫
州

牧
。
孫
皓
立
〔
二
六
四
年
〕
、
遷
鎭
西
大
將
軍
・
都
督
巴
丘
・
領
荊
州
牧
。

と
あ
り
、
「
巴
丘
督
」
の
陸
凱
（
一
九
八
～
二
六
九
）
が
「
都
督
巴
丘
」
に
昇
進

し
て
い
る
よ
う
に
、
同
一
史
料
内
で
「
都
督
」
と
「
督
」
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
、
呉
で
は
都
督
府
に
相
当
す
る
「
都
督
」
が
複
数
の
「
督
」
を

支
配
す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
た
と
説
明
す
る
。
官
職
名
も
魏
晋
と
は
異
な
り
、

「
○
○
都
督
」
「
○
○
督
」
だ
っ
た
と
い
う
。

（
五

）

い
っ
ぽ
う
、
同
上
・
孫
晧
伝
・
天
紀
三
年
（
二
七
九
）
夏
の
条
に
、

郭
馬
反
。
馬
本
合
浦
太
守
脩
允
部
曲
督
。
…
馬
自
號
都
督
交
廣
二
州
諸
軍

事
・
安
南
將
軍
。

と
あ
り
、
『
晋
書
』
巻
五
十
七
・
滕
脩
伝
に
、

廣
州
部
曲
督
郭
馬
等
爲
亂
、
（
孫
）
晧
以
脩
宿
有
威
惠
、
爲
嶺
表
所
伏
、
以

呉・蜀の都督制度とその周辺



- 19 -

爲
使
持
節
・
都
督
廣
州
軍
事
・
鎭
南
將
軍
・
廣
州
牧
、
以
討
之
。

と
あ
り
、
同
上
巻
五
十
七
・
陶
璜
伝
に
、

皓
以
璜
爲
使
持
節
・
都
督
交
州
諸
軍
事
・
前
將
軍
・
交
州
牧
。

と
あ
る
よ
う
に
、
嶺
南
地
方
の
州
都
督
は
、
叛
将
の
自
称
も
含
め
、
魏
晋
の
州
都

督
と
お
な
じ
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
嚴
耕
望
氏
は
、
こ
の
う
ち
滕
脩
（
？
～
二
八

八
）
に
つ
い
て
、
『
呉
志
』
孫
晧
伝
・
天
紀
三
年
八
月
の
条
に
、

執
金
吾
滕
循
〔

⇒

滕
脩
〕
爲
司
空
、
未
拜
、
轉
鎭
南
將
軍
・
假
節
・
領
廣
州

牧
、
率
萬
人
從
東
道
討
（
郭
）
馬
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
式
に
は
「
廣
州
都
督
・
假
節
・
領
廣
州
牧
」
で
あ
っ
た
が
、

後
世
の
編
纂
に
な
る
『
晋
書
』
な
ど
で
は
、
魏
晋
の
制
に
合
致
す
る
よ
う
書
き
か

え
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

（
六

）

と
こ
ろ
で
、
同
上
巻
七
・
歩
騭
伝
に
、

子
協
嗣
、
統
騭
所
領
、
加
撫
軍
將
軍
。
協
卒
、
子
璣
嗣
侯
、
協
弟
闡
繼
業
爲

西
陵
督
、
加
昭
武
將
軍
、
封
西
亭
侯
。
…
據
城
降
晉
。
遣
璣
與
弟
璿
詣
洛
陽

爲
任
。
晉
以
闡
爲
都
督
西
陵
諸
軍
事
・
衞
將
軍
・
儀
同
三
司
・
加
侍
中
・
假

節
・
領
交
州
牧
、
封
宜
都
公
。
璣
監
江
陵
諸
軍
事
・
左
將
軍
・
加
散
騎
常

侍
・
領
廬
江
太
守
、
改
封
江
陵
侯
。
璿
給
事
中
・
宣
威
將
軍
、
封
都
鄕
侯
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
西
陵
督
」
の
歩
闡
は
西
晋
に
降
り
、
「
都
督
西
陵
諸
軍
事
・

衞
將
軍
・
儀
同
三
司
・
侍
中
・
假
節
・
領
交
州
牧
・
宜
都
公
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
（
前
掲
『
呉
志
』
孫
晧
伝
・
鳳
凰
元
年
八
月
の
条
も
参
照
）
。
呉

に
お
け
る
官
位
の
記
述
に
比
べ
、
内
容
の
詳
密
さ
が
際
だ
つ
。
歩
闡
の
現
職
を
安

堵
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
「
都
督
西
陵
諸
軍
事
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
同
上
巻
六
・
宗
室
・
孫
奐
伝
に
、

壹
〔
＝
孫
奐
の
子
〕
從
鎭
南
（
將
軍
）
遷
鎭
軍
（
將
軍
）
、
假
節
・
督
夏
口
。

…
率
部
曲
千
餘
口
過
將
（
滕
）
胤
妻
〔
＝
孫
壹
の
妹
〕
奔
魏
。
魏
以
壹
爲
車

騎
將
軍
・
儀
同
三
司
、
封
呉
侯
。

と
あ
る
よ
う
に
、
魏
に
亡
命
し
た
孫
壹
（
？
～
二
五
九
）
は
「
鎭
軍
將
軍
・
假

節
・
督
夏
口
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
同
一
の
事
件
を
記
録
し
た
『
魏
志
』
巻

四
・
高
貴
鄕
公
紀
・
甘
露
二
年
（
二
五
七
）
六
月
乙
巳
詔
に
は
、

呉
使
持
節
・
都
督
夏
口
諸
軍
事
・
鎭
軍
將
軍
・
沙
羡
侯
孫
壹
、
賊
之
枝
屬
、

位
爲
上
將
、
畏
天
知
命
、
深
鑒
禍
福
、
翻
然
舉
衆
、
遠
歸
大
國
、
…
其
以
壹

爲
侍
中
・
車
騎
將
軍
・
假
節
・
交
州
牧
・
呉
侯
・
開
府
辟
召
儀
同
三
司
、
依

古
侯
伯
八
命
之
禮
、

袞
冕
赤

舄
、
事
從
豐
厚
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
使
持
節
・
都
督
夏
口
諸
軍
事
・
鎭
軍
將
軍
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。

（
七

）

嚴
耕
望
氏
の
理
解
に
し
た
が
え
ば
、
歩
闡
や
孫
壹
の
事
例
は
、
魏
晋
の
都
督
制

に
合
わ
せ
た
記
述
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

後
者
の
史
料
は
詔
勅
で
あ
る
。
呉
の

重
臣
の
官
位
を
恣
意
的
に
書
き
か
え
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
。
は
た
ま
た
、
書
き
か

え
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
「
都
督
夏
口
諸
軍
事
」
と
い
う
表
記
は
、
呉
に
お
け
る
孫
壹
の
官
位
を
正

確
に
反
映
し
た
も
の
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
『
呉
志
』
歩
騭
伝
の
歩
闡
お
よ
び

兄
の
子
歩
璣
・
歩
璿
に
対
す
る
詳
細
な
封
拝
記
事
も
、
西
晋
の
公
文
書
類
に
基
づ

く
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
陳
壽
は
『
三
国
志
』
の
執
筆
に
際
し
て
、
王
沈
『
魏
書
』
や

韋
昭
『
呉
書
』
な
ど
を
参
考
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
か
り
に
呉
の
諸
記
録
が

「
○
○
督
」
な
ど
の
よ
う
な
省
略
表
現
を
多
用
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
魏
晋
の

諸
記
録
に
は
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
、
さ
ら
に
陳
壽
が
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
を
そ
の

ま
ま
踏
襲
し
た
と
す
れ
ば
、
事
績
が
呉
と
晋
に
ま
た
が
る
歩
闡
の
よ
う
な
場
合
、

同
一
伝
内
の
表
記
に
ブ
レ
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
『
魏
志
』
と
『
蜀
志
』

『
呉
志
』
の
間
で
、
都
督
そ
の
他
の
官
制
に
関
す
る
表
記
が
食
い
違
っ
て
い
る
の

も
、
か
か
る
理
由
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

呉・蜀の都督制度とその周辺
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さ
ら
に
、
陶
元
珍
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
呉
で
は
、
都
督
に
対
し
て
目

付
役
の
監
軍
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
す
く
な
く
と
も
、
呉

後
半
期
に
は
、
魏
晋
と

（
八

）

ほ
ぼ
同
様
の
都
督
制
度
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
呉
固
有
の

制
度
を
措
定
す
る
根
拠
は
薄
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
九

）

二
、
蜀
の
都
督

（
一
）
『
蜀
志
』
に
見
え
る
都
督
の
表
記

い
っ
ぽ
う
、
洪
飴
孫
『
三
国
職
官
表
』
に
よ
れ
ば
、
蜀
で
は
、

于
縁
邊
諸
郡
皆
置
都
督
、
領
兵
屯
守
。

と
あ
る
よ
う
に
、
縁
辺
の
諸
郡
に
都
督
を
配
置
し
て
い
た
と
い
う
。
嚴
耕
望
氏
も
、

こ
の
説
を
承
け
、
①
魏
に
備
え
る
漢
中
都
督
、
②
呉
に
備
え
る
江
州
都
督
と
永
安

都
督
、
③
南
蛮
に
備
え
る

庲
降
都
督
を
あ
げ
る
。
た
だ
し
、
蜀
は
益
州
一
州
し
か

領
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
都
督
区
は
狭
く
、
わ
ず
か
数
郡
を
督
す
る
に
と
ど

ま
っ
た
こ
と
が
、
魏
制
と
大
き
く
異
な
る
点
だ
と
す
る
。
ほ
ぼ
的
を
射
た
指
摘
だ

（
一

〇
）

と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
、
基
本
史
料
で
あ
る
『
蜀
志
』
の
記
述
は
、
か
な
り
錯
綜

し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
『
蜀
志
』
巻
六
・
關
羽
伝
に
、

以
羽
爲
襄
陽
太
守
・
盪
寇
將
軍
、
駐
江
北
。
先
主
西
定
益
州
〔
二
一
四
年
〕
、

拜
羽
董
督
荊
州
事
。

と
あ
り
、
同
上
巻
十
・
魏
延
伝
に
、

先
主
爲
漢
中
王
〔
二
一
九
年
〕
、
…
乃
抜
延
爲
督
漢
中
・
鎭
遠
將
軍
・
領
漢

中
太
守
。

と
あ
る
よ
う
に
、
前
者
は
「
董
督
荊
州
事
」
、

後
者
は
「
督
漢
中
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
「
拜
…
」
「
爲
…
」
と
い
う
文
章
表
現
か
ら
み
て
、
と
も
に
官
職
名
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
上
巻
十
三
・
王
平

伝
に
、（
建
興
）
十
二
年
〔
二
三
四
年
〕
、
（
諸

葛
）
亮
卒
於
武
功
、
…
遷

後
典

軍
・
安
漢
將
軍
、

副
車
騎
將
軍
呉
壹
住
漢
中
、
又
領
漢
中
太
守
。
十
五
年
、

進
封
安
漢
侯
、
代
壹
督
漢
中
。
延
熙
元
年
〔
二
三
八
年
〕
、
大
將
軍
蔣
琬
住

沔
陽
、
平
更
爲
前
護
軍
、
署
琬
府
事
。
六
年
、
琬
還
住
涪
、
拜
平
前
監
軍
・

鎭
北
大
將
軍
、
統
漢
中
。

と
あ
る
よ
う
に
、
漢
中
の
都
督
で
あ
っ
た
王
平
（
？
～
二
四
八
）
に
つ
い
て
は
、

蔣
琬
の
進
駐
時
期
を
は
さ
み
、
以
前
は
「
督
漢
中
」
、
以

後
は
「
統
漢
中
」
と
異

な
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
官
職
名
と
し
て
で
は
な
く
、
「
（
壹

に
代
わ
っ
て
）
漢
中
を
督
す
」
、
「
漢
中
を
統
ぶ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。

（
一

一
）

こ
の
よ
う
に
、
『
蜀
志
』
に
見
え
る
州
郡
都
督
に
関
す
る
表
記
は
一
定
し
て
い

な
い
。
美
文
家
の
陳
壽
が
故
意
に
表
現
を
か
え
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
管
見
の
限

り
、
蜀
の
都
督
が
ど
の
よ
う
に
公
称
さ
れ
、
あ
る
い
は
自
称
し
て
い
た
の
か
を
確

認
で
き
る
史
料
は
な
い
。
か
か
る
制
約
が
あ
る
に
し
て
も
、
『
蜀
志
』
の
記
述
の

ブ
レ
は
、
蜀
に
は
魏
晋
の
よ
う
な
都
督
制
度
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
疑
念
を
抱
か
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

『
後
漢
書
』
列
伝
二
十
八
・
馮
緄
伝
に
、

徴
拜
御
史
中
丞
。
順
帝
末
〔
一
四
四
年
〕
、
以
緄
持
節
・
督
揚
州
諸
郡
軍
事
、

與
中
郎
將
滕
撫
撃
破
羣
賊
。

と
あ
る
よ
う
に
、

後
漢
中
期
、
御
史
中
丞
の
馮
緄
が
「
持
節
・
督
揚
州
諸
郡
軍

事
」
の
任
を
帯
び
（
節
を
持
し
、
揚
州
諸
郡
の
軍
事
を
督
す
）
、
江
淮
の
諸
反
乱

を
鎮
圧
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
漢
代
に
は
、
御
史
系
統
の
官
の
ほ
か
、
謁
者

僕
射
や
中
郎
将
、
光
禄
大
夫
な
ど
の
中
央
官
が
「
持
節
・
督
○
○
軍
事
」
を
兼
任

し
、
地
方
鎮
撫
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。
「
監
軍
使
者
」
と
総
称
さ
れ
る
が
、
本

官
と
督
軍
の
タ
ー
ム
を
合
わ
せ
て
、
「
督
軍
御
史
中
丞
」
な
ど
の
よ
う
に
表
記
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
『
魏
志
』
巻
八
・
公
孫
瓚
伝
に
、

鮮
于
輔
將
其
衆
奉
王
命
。
以
輔
爲
建
忠
將
軍
・
督
幽
州
六
郡
。

と
あ
り
、
『
呉
志
』
巻
四
・
士
燮
伝
に
、

漢
聞
張
津
〔
＝
交
州
牧
〕
死
、
賜
燮
璽
書
曰
、
「
…
今
以
燮
爲
綏
南
中
郎
將
、

董
督
七
郡
、
領
交
阯
太
守
如
故
。
」

と
あ
り
、
鮮
于
輔
（
幽
州
牧
劉
虞
の
故
吏
）
が
「
督
幽
州
六
郡
」
（
一
九
九
年

頃
）
、
交
阯
太
守
の
士
燮
（
一
三
七
～
二
二
六
）
が
「
董
督
（
交
州
）
七
郡
」

（
二
〇
八
年
頃
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
よ
う
に
、

後
漢
末
の
動
乱
期
、
地
方
の
有
力
者

が
督
軍
を
兼
務
す
る
よ
う
に
な
り
、
州
牧
ク
ラ
ス
の
大
官
の
な
か
に
は
、
数
州
に

わ
た
る
広
域
的
な
督
軍
を
兼
ね
る
も
の
も
現
れ
た
。

（
一

二
）

蜀
の
關
羽
や
魏
延
ら
の
任
官
時
期
や
官
称
は
、
鮮
于
輔
や
士
燮
の
そ
れ
に
類
似

し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
蜀
創
業
期
の
州
郡
都
督
は
「
督
軍
」
の
旧
態
を
色
濃
く

残
し
、
「
都
督
○
○
諸
軍
事
」
と
い
う
官
称
は
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
『
蜀
志
』
巻
十
・
李
嚴
伝
に
、

（
建
興
）
四
年
〔
二
二
六
年
〕
、
…
以
諸

葛
亮
欲
出
軍
漢
中
、
嚴
當
知

後
事
、

移
屯
江
州
。
…
八
年
、
…
亮
命
嚴
將
二
萬
人
赴
漢
中
。
亮
表
嚴
子
豐
爲
江
州

都
督
督
軍
、
典
嚴

後
事
。

と
あ
る
よ
う
に
、
北
伐
中
の
諸

葛
亮
（
一
八
一
～
二
三
四
）
が
李
嚴
（
？
～
二
三

四
）
を
漢
中
に
呼
び
よ
せ
た
際
、
そ
の
子
の
李
豐
を
「
江
州
都
督
督
軍
」
に
任
じ
、

留
守
を
委
ね
た
と
さ
れ
る
。
『
隷
釈
』
巻
十
九
所
収
「
魏
公

俑
上
尊
号
奏
」
に
、

使
持
節
・
行
都
督
督
軍
・
鎭
西
將
軍
・
東
鄕
侯
臣
（
曹
）
眞
、
使
持
節
・
行

都
督
督
軍
・
領
揚
州
刺
史
・
征
東
將
軍
・
安
陽
鄕
侯
臣
（
曹
）
休
、
使
持

節
・
行
都
督
督
軍
・
征
南
將
軍
・
平
陵
亭
侯
臣
（
夏
侯
）
尚
、
使
持
節
・
行

都
督
督
軍
・
領
徐
州
刺
史
・
鎭
東
將
軍
・
武
安
鄕
侯
臣
（
臧
）
霸
、
…

と
あ
る
よ
う
に
、
魏
の
州
都
督
も
、
当
初
、
「
都
督
督
軍
」
、
す
な
わ
ち
「
都

督
・
督
○
○
諸
軍
事
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
も
な
く
「
督
」
の
文
字

が
ひ
と
つ
省
略
さ
れ
て
、
「
都
督
○
○
諸
軍
事
」
と
い
う
官
称
が
定
着
す
る
の
だ

ろ
う
。
魏
晋
の
都
督
制
度
が
、
旧
来
の
「
督
軍
」
と
、
曹
操
政
権
の
「
都
督
」

(
本
来
は
綱
紀
粛
正
を
担
当
す
る
軍
吏
の
職
)
と
の
融
合
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
『
蜀
志
』
の
「
江
州
都
督
督
軍
」
と
い
う
表
記
は
、
次

（
一

三
）

に
紹
介
す
る
「

庲
降
都
督
」
が
統
一
的
な
表
記
で
あ
る
こ
と
な
ど
と
も
あ
わ
せ
、

蜀
成
立

後
、
魏
晋
と
同
類
の
都
督
制
度
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

（
二
）

庲
降
都
督
に
つ
い
て

『
華
陽
国
志
』
巻
四
・
南
中
志
に
、

建
安
十
九
年
〔
二
一
四
年
〕
、
劉
先
主
定
蜀
、
遣
安
遠
將
軍
南
郡

鄧
方
、
以

朱
提
太
守

庲
降
都
督
、
治
南
昌
縣
。

と
あ
り
、
『
蜀
志
』
巻
十
三
・
李

恢
伝
に
、

章
武
元
年
〔
二
二
一
年
〕
、

庲
降
都
督

鄧
方
卒
、
…
遂
以

恢
爲

庲
降
都
督
・

使
持
節
・
領
交
州
刺
史
、
住
平
夷
縣
。

と
あ
り
、
同
上
巻
十
三
・
馬
忠
伝
に
、

（
建
興
）
十
一
年
〔
二
三
三
年
〕
、
南
夷
豪
帥
劉
胄
反
、
…
徴

庲
降
都
督
張

翼
還
、
以
忠
代
翼
。
…
加
忠
監
軍
・
奮
威
將
軍
、
封
博
陽
亭
侯
。
…
故
都
督

常
駐
平
夷
縣
。
至
忠
、
乃
移
治
味
縣
、
處
民
夷
之
間
。

と
あ
る
よ
う
に
、
蜀
は
益
州
の
南
部
、
い
わ
ゆ
る
南
中
七
郡
を
統
治
す
る
た
め
、

「
庲
降
都
督
」
と
い
う
機
関
を
設
け
た
。
た
だ
し
、
こ
の
官
名
に
つ
い
て
も
、
疑

問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

同
上
・
李

恢
伝
の
裴
松
之
注
に
よ
れ
ば
、

臣
松
之
訊
之
蜀
人
、
云
、
「

庲
降
地
名
、
去
蜀
二
千
餘
里
。
」
時
未
有
寧
州
、
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號
爲
南
中
、
立
此
職
以
總
攝
之
。
晉
泰
始
中
、
始
分
爲
寧
州
。

と
あ
る
よ
う
に
、

庲
降
は
「
地
名
」
と
い
わ
れ
る
。
上
記
の
諸
史
料
に
よ
れ
ば
、

都
督
は
①
朱
提
郡
南
昌
県
、
②
牂
柯
郡
平
夷
県
、
③
建
寧
郡
味
県
と
移
駐
を
く
り

か
え
し
て
い
る
。
も
し
、

庲
降
が
所
在
地
の
地
名
に
ち
な
む
と
す
れ
ば
、
理
論
上
、

初
代
都
督
の

鄧
方
（
？
～
二
二
一
）
が
駐
屯
し
た
①
の
周
辺
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
管
見
の
限
り
、
①
は
も
ち
ろ
ん
、
②
と
③
に
も

庲
降
の
地
名
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
頻
繁
に
移
駐
し
た

庲
降
都
督
が
、
今
で
は
場
所
す
ら
特
定
で

き
な
い
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
な
地
名
に
由
来
す
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
釈
然
と
し

な
い
。

と
こ
ろ
で
、
『
華
陽
国
志
』
南
中
志
に
、

（
二
四
九
年
、
馬
忠
死
去
）
以
蜀
郡
張
表
爲
代
、
加
安
南
將
軍
。
又
以
犍
爲

楊
戲
爲
參
軍
、

副
貳
之
。
表

後
、
以
南
郡
閻
宇
爲
都
督
、
南
郡
霍
弋
爲
參
軍
。

弋
甚
善
參

毗
之
禮
。
遂
代
宇
爲
監
軍
・
安
南
將
軍
。

と
あ
る
よ
う
に
、

庲
降
都
督
に
は
、
必
ず
「

副
貳
」
―

副
官
の
「
參
軍
」
が
同
行

し
た
。
『
蜀
志
』
巻
十
一
・
霍
峻
伝
附
霍
弋
伝
に
、

後
爲
參
軍
・

庲
降
屯

副
貳
都
督
。
又
轉
護
軍
、
統
事
如
前
。
…
遷
監
軍
・
翊

軍
將
軍
・
領
建
寧
太
守
、
還
統
南
郡
事
。
景
耀
六
年
〔
二
六
三
年
〕
、
進
號

安
南
將
軍
。

と
あ
る
よ
う
に
、
閻
宇
の

副
官
だ
っ
た
霍
弋
は
、
「

庲
降
屯

副
貳
都
督
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
。
「
屯
」
は
「
邨
」
に
通
じ
、
漢
六
朝
の
史
料
に
「
塢
壁
」
「
塁

壁
」
「
村
塢
」
な
ど
の
熟
語
で
現
れ
る
新
興
の
集
落
、
お
よ
び
そ
れ
ら
が
立
地
す

る
比
較
的
簡
易
な
城
郭
、
な
い
し
は
天
険
を
利
用
し
た
山
城
の
類
を
意
味
す
る
語

で
あ
る
。
同
上
巻
十
三
・
張
嶷
伝
に
、

（
一

四
）

初
、
越
嶲
郡
自
丞
相
亮
討
高
定
之

後
、
叟
夷
數
反
、
殺
太
守
龔
祿
・
焦
璜
。

是
後
太
守
不
敢
之
郡
、
只
住
安
上
縣
、
去
郡
八
百
餘
里
、
其
郡
徒
有
名
而
已
。

時
論
欲
復
舊
郡
、
除
嶷
爲
越
嶲
太
守
。
嶷
將
所
領
往
之
郡
、
…
始
嶷
以
郡
郛

宇
頽
壞
、
更
築
小
塢
。
在
官
三
年
、
徙
還
故
郡
、
繕
治
城
郭
。

と
あ
る
よ
う
に
、
越
嶲
太
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
張
嶷
（
？
～
二
五
四
）
は
、
「
郛
宇

が
頽
壞
」
し
て
い
た
郡
治
を
避
け
、
「
小
塢
」
を
築
き
、
そ
こ
に
駐
在
し
た
と
い

う
。
雍
闓
・
孟
獲
ら
の
反
乱
（
二
二
三
～
二
二
五
年
）

後
、
郡
県
が
荒
廃
し
た
南

中
で
は
、
塢
壁
を
治
所
に
す
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
裴
松
之
注
が
地
名
と
し
た

庲
降
は
、
正
確
に
言
え
ば
、
塢
壁
名
だ
っ
た
可
能

性
が
出
て
く
る
。

そ
も
そ
も
、
「
心
攻
心
戰
」
（
『
蜀
志
』
巻
九
・
馬
良
伝
附
馬
謖
伝
注
引
『
襄
陽

記
』
）
、
「
七
縱
七
禽
」
（
同
上
巻
五
・
諸

葛
亮
伝
注
引
『
漢
晋
春
秋
』
）
な
ど
の
故

事
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
蜀
は
南
中
の
土
豪
な
い
し
非
漢
民
族
の
慰
撫
に
細
心
の

注
意
を
は
ら
っ
て
い
る
。
『
華
陽
国
志
』
南
中
志
に
、

移
南
中
勁
卒
青
羌
萬
餘
家
於
蜀
、
爲
五
部
。
…
出
其
金
・
銀
・
丹
・
漆
・
耕

牛
・
戰
馬
、
給
軍
國
之
用
。
都
督
常
用
重
人
。

と
あ
る
よ
う
に
、
兵
員
・
物
資
の
重
要
な
供
給
源
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

庲
降
の

語
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
広
韻
』
に
は
「

庲
は
舎
な
り
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
し

た
が
え
ば
、

庲
降
は
「
降
を
舎
（
と
め
）
る
」
と
読
め
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る

の
が
、
『
漢
書
』
巻
六
・
武
帝
紀
・
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
）
五
月
の
条
に
、

遣
因
杅
將
軍
公
孫
敖
築
塞
外
受
降
城
。

と
あ
る
よ
う
に
、
漢
の
武
帝
の
時
に
築
か
れ
た
「
受
降
城
」
で
あ
る
。
読
ん
で
字

の
ご
と
く
、
匈
奴
の
投
降
を
受
け
い
れ
る
た
め
の
前
線
基
地
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

庲
降
の
語
も
こ
れ
と
同
義
と
み
ら
れ
、
都
督
が
駐
在
す
る
塢
壁
を
「

庲
降
屯
」
と

称
し
た
の
は
、
南
中
の
反
対
勢
力
に
帰
順
を
う
な
が
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

い
っ
ぽ
う
、
『
魏
志
』
巻
四
・
陳
留
王
紀
・
咸
煕
元
年
（
二
六
四
）
九
月
辛
未

詔
に
、孫
休
遣
使

鄧
句
、
勑
交
阯
太
守
鎖
送
其
民
、
發
以
爲
兵
。
呉
將
呂
興
因
民
心
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憤
怒
、
…
即
糾
合
豪
傑
、
誅
除
句
等
、
驅
逐
太
守
長
吏
、
撫
和
吏
民
、
以
待

國
命
。
…
遣
都
尉
唐
譜
等
詣
進
乘
縣
、
因
南
中
都
督
護
軍
霍
弋
上
表
自
陳
。

と
あ
る
よ
う
に
、
蜀
滅
亡
直

後
、
呉
の
交
州
に
も
反
乱
が
お
き
、
指
導
者
の
呂
興

が
「
南
中
都
督
護
軍
」
の
霍
弋
を
介
し
て
、
魏
に
帰
順
し
た
と
さ
れ
る
。
霍
弋
は

最
後
の

庲
降
都
督
で
あ
る
（
前
掲
『
華
陽
国
志
』
南
中
志
）
。
つ
い
で
、
『
晋

書
』
巻
五
十
七
・
陶
璜
伝
に
、

郡
吏
呂
興
殺
（
孫
）
諝
及
（

鄧
）
荀
、
以
郡
内
附
。
武
帝
拜
興
安
南
將
軍
・

交
阯
太
守
。
尋
爲
其
功
曹
李
統
所
殺
。
帝
更
以
建
寧
爨
谷
爲
交
阯
太
守
、
谷

又
死
、
更
遣
巴
西
馬
融
代
之
。
融
病
卒
、
南
中
監
軍
霍
弋
又
遣
犍
爲
楊
稷
代

融
。

と
あ
る
よ
う
に
、
西
晋
の
武
帝
は
交
州
へ
の
軍
事
介
入
を
強
化
す
る
が
、
こ
の
と

き
、
「
南
中
監
軍
」
の
霍
弋
が
前
線
の
指
揮
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
魏

晋
側
の
記
録
は
、

庲
降
都
督
を
「
南
中
都
督
護
軍
」
、
も
し
く
は
「
南
中
監
軍
」

と
表
記
し
て
い
る
。
記
述
の
ブ
レ
は
、
魏
併
合
直

後
、
い
っ
た
ん
は
都
督
護
軍
ま

で
降
格
さ
れ
、
西
晋
成
立

後
、
監
軍
事
に
昇
格
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
監

（
一

五
）

軍
は
も
と
よ
り
、
都
督
護
軍
も
草
創
期
の
都
督
の
形
態
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

（
一

六
）

注
意
し
た
い
の
は
、

庲
降
都
督
が
、
魏
晋
で
は
「
南
中
」
の
都
督
と
称
さ
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
官
名
が
変
更
さ
れ
た
と
も
解
さ
れ
る
が
、
『
蜀
志
』
巻
十
五
・

楊
戲
伝
に
、

遷
南
中
郎
參
軍
・

副
貳

庲
降
都
督
・
領
建
寧
太
守
。

と
あ
る
よ
う
に
、
張
表
の

副
官
だ
っ
た
楊
戲
（
？
～
二
六
一
）
は
「
南
中
郎
參

軍
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
「
南
中
郎
将
の
参
軍
」
と
し
か
読

め
な
い
が
、
『
華
陽
国
志
』
南
中
志
に
よ
れ
ば
、
都
督
の
張
表
は
南
中
郎
将
で
は

な
く
、
「
安
南
將
軍
」
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
「
郎
」
は
衍
字
と
み
ら
れ
、

と
す
れ
ば
、
「
南
中
（
都
督
）
の
参
軍
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
お
そ
ら
く
、

「
庲
降
都
督
」
は
駐
屯
地
の
塢
壁
名
に
由
来
す
る
通
称
に
す
ぎ
ず
、
正
式
な
官
名

は
都
督

庲
降
諸
軍
事
で
は
な
く
、
「
都
督
南
中
諸
軍
事
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
一

七
）

以
上
の
よ
う
に
、
呉
と
お
な
じ
く
、
蜀
の
都
督
制
度
も
、
魏
晋
に
比
べ
て
著
し

く
異
な
る
も
の
で
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
し
ん
ば
、
独
自
性
が
見
い
だ

せ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
蜀
の
国
家
体
制
に
関
す
る
理
解
が
大
き
く
揺
ら
ぐ

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
む
し
ろ
、
蜀
の
軍
事
制
度
の
特
徴
を
言
う
な
ら
、

前
掲
・
王
平
伝
や
霍
弋
伝
な
ど
に
見
え
て
い
る
「
參
軍
」
「
典
軍
」
「
護
軍
」
「
監

軍
」
な
ど
の
官
職
で
あ
ろ
う
。

三
、
都
護
・
軍
師
・
監
軍
・
護
軍
・
典
軍
・
参
軍
な
ど

（
一
）
蜀
の
「
行
官
」

か
つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
蜀
に
は
、
「
都
護
―
軍
師
―
監
軍
―
領
軍
―
護
軍
―

典
軍
―
参
軍
」
の
序
列
を
も
つ
官
職
群
（
以
下
、
「
行
官
」
と
仮
称
す
る
）
が
存

在
し
て
い
た
。
『
蜀
志
』
巻
十
・
李
嚴
伝
注
引
『
（
諸

葛
）
亮
公
文
上
尚
書
』
に
、

（
一

八
）

平
〔
＝
李
嚴
〕
爲
大
臣
、
受
恩
過
量
、
不
思
忠
報
、
横
造
無
端
、
…
以
危
大

業
。
輒
與
①
行
中
軍
師
・
車
騎
將
軍
・
都
鄕
侯
臣
劉
琰
、
②
使
持
節
・

（
行
）
前
軍
師
・
征
西
大
將
軍
・
領
涼
州
刺
史
・
南
鄭
侯
臣
魏
延
、
③
前
將

軍
・
都
亭
侯
臣
袁
綝
、
④
左
將
軍
・
領
荊
州
刺
史
・
高
陽
鄕
侯
臣
呉
壹
、
⑤

督
前
部
・
右
將
軍
・
玄
鄕
侯
臣
高
翔
、
⑥
督

後
部
・

後
將
軍
・
安
樂
亭
侯
臣

呉
班
、
⑦
領
長
史
・
綏
軍
將
軍
臣
楊
儀
、
⑧
督
左
部
・
行
中
監
軍
・
揚
武
將

軍
臣

鄧
芝
、
⑨
行
前
監
軍
・
征
南
將
軍
臣
劉
巴
〔

⇒

劉
邕
〕
、
⑩
行
中
護

軍
・
偏
將
軍
臣
費
禕
、
⑪
行
前
護
軍
・
偏
將
軍
・
漢
成
亭
侯
臣
許
允
、
⑫
行

左
護
軍
・
篤
信
中
郎
將
臣
丁
咸
、
⑬
行
右
護
軍
・
偏
將
軍
臣
劉
敏
、
⑭
行
護

軍
・
征
南
〔

⇒

征
西
〕
將
軍
・
當
陽
亭
侯
臣
姜
維
、
⑮
行
中
典
軍
・
討
虜
將

軍
臣
上
官
雝
、
⑯
行
中
參
軍
・
昭
武
中
郎
將
臣
胡
濟
、
⑰
行
參
軍
・
建
義
將
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軍
臣
閻
晏
、
⑱
行
參
軍
・
偏
將
軍
臣
爨
習
、
⑲
行
參
軍
・
裨
將
軍
臣
杜
義
、

⑳
行
參
軍
・
武
略
中
郎
將
臣
杜
祺
、

か
行
參
軍
・
綏
戎
都
尉
臣
盛
勃
、

が
領

從
事
中
郎
・
武
略
中
郎
將
臣
樊
岐
等
議
、
輒
解
平
任
、
…
削
其
爵
土
。

と
あ
る
の
が
、
そ
の
代
表
的
な
史
料
で
あ
る
（
丸
数
字
、
お
よ
び
カ
ッ
コ
内
は
、

筆
者
が
便
宜
的
に
補
っ
た
も
の
）
。

李
嚴
廃
徙
事
件
（
二
三
一
年
）
の
際
の
漢
中
駐
留
軍
の
幹
部
が
名
を
連
ね
て
い

る
が
、
こ
の
う
ち
①
～
②
、
⑧
～

か
、
計
十
六
名
の
序
列
が
「
軍
師
」
「
監
軍
」

「
護
軍
」
「
典
軍
」
「
参
軍
」
と
い
う
官
職
に
基
づ
い
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る

（
残
り
六
名
は
、
③
～
⑥
が
四
将
軍
、
⑦
と

が
が
丞
相
府
属
官
）
。
た
と
え
ば
、

⑫
「
行
左
護
軍
・
篤
信
中
郎
將
」
の
丁
咸
よ
り
、
⑰
「
行
參
軍
・
建
義
將
軍
」
の

閻
晏
が
下
位
に
い
る
の
は
、
二
人
の
序
列
を
表
す
官
職
が
将
軍
・
中
郎
将
な
ど
の

軍
号
で
は
な
く
、
「
護
軍
」
と
「
參
軍
」
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
官
職
は
す
べ
て
「
行
（
事
）
」
と
い
う
兼
任
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
軍
号
だ

け
で
な
く
、
官
秩
を
有
す
る
州
刺
史
や
丞
相
府
属
官
（
「
領
（
事
）
」
の
兼
官
形

式
）
、
あ
る
い
は
州
郡
都
督
と
も
別
系
統
の
官
職
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
上
・
李
嚴
伝
に
、

嚴
與
諸

葛
亮
並
受
遺
詔
、
…
以
嚴
爲
中
都
護
、
統
内
外
軍
事
、
留
鎭
永
安
。

建
興
元
年
〔
二
二
三
年
〕
、
封
都
鄕
侯
、
假
節
、
加
光
祿
勳
。
四
年
、
轉
爲

前
將
軍
。
…
八
年
、
遷
驃
騎
將
軍
。
…
亮
以
明
年
當
出
軍
、
命
嚴
以
中
都
護

署
府
事
、
嚴
改
名
爲
平
。

と
あ
る
よ
う
に
、
諸

葛
亮
と
と
も
に
劉
備
の
遺
詔
を
う
け
た
李
嚴
は
、
「
中
都

護
」
と
い
う
官
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
永
安
つ
い
で
江
州
に
駐
屯
す
る
が
、
北
伐
の
さ

な
か
、
漢
中
に
赴
任
し
て
「
府
の
事
を
署
す
」
、
す
な
わ
ち
丞
相
府
の
事
務
を
統

轄
し
た
と
い
う
。
同
上
巻
十
・
劉
琰
伝
に
、

後
主
立
、
封
都
鄕
侯
、
班
位
毎
亞
李
嚴
、
爲
衞
尉
・
中
軍
師
・

後
將
軍
、
遷

車
騎
將
軍
。

と
あ
る
よ
う
に
、
前
掲
「
亮
公
文
上
尚
書
」
の
①
劉
琰
（
？
～
二
三
四
）
が
「
班

位
（
朝
廷
に
お
け
る
席
次
）
は
毎
に
李
嚴
に
亞
ぐ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
お

よ
び
前
護
軍
の
王
平
が
漢
中
に
駐
留
す
る
大
将
軍
蔣
琬
の
「
府
の
事
を
署
」
し
た

こ
と
（
前
掲
『
蜀
志
』
王
平
伝
）
な
ど
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
都
護
も
ま
た
「
行

官
」
で
あ
り
、
か
つ
軍
師
の
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
『
華
陽
国
志
』
巻
七
・
劉

後
主
志
・
建
興
十
二
年
（
二
三
四
）
の
条

に
、

於
是
以
（
蔣
）
琬
爲
尚
書
令
、
總
統
國
事
。
以
儀
爲
中
軍
師
、
司
馬
費
禕
爲

後
軍
師
、
征
西
(
將
軍
)
姜
維
爲
右
監
軍
・
輔
漢
將
軍
、

鄧
芝
前
軍
師
・
領
兗

州
刺
史
、
張
翼
前
領
軍
、
並
典
軍
政
。

と
あ
る
よ
う
に
、
諸

葛
亮
死

後
、
集

団
指
導
体
制
が
し
か
れ
た
と
き
、
中
都
護
の

（
一

九
）

蔣
琬
（
？
～
二
四
六
）
、
「
中
軍
師
」
の
楊
儀
（
？
～
二
三
五
）
、
「
前
軍
師
」
の

鄧
芝
（
？
～
二
五
一
）
、
「

後
軍
師
」
の
費
禕
（
？
～
二
五
三
）
、
「
右
監
軍
」
の

姜
維
（
二
〇
二
～
二
六
四
）
と
と
も
に
、
「
前
領
軍
」
の
張
翼
（
？
～
二
六
四
）

が
国
政
に
参
与
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
領
軍
も
軍
師
、
監
軍
に
次
ぐ
「
行

官
」
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
二

〇
）

ひ
と
つ
興
味
深
い
話
が
あ
る
。
『
蜀
志
』
巻
五
・
諸

葛
亮
伝
附
諸

葛
瞻
伝
に
、

景
耀
四
年
〔
二
六
一
年
〕
、
爲
行
都
護
〔
『
華
陽
国
志
』
劉

後
主
志
は
「
中

都
護
」
に
作
る
〕
・
衞
將
軍
、
與
輔
國
大
將
軍
・
南
鄕
侯
董
厥
並
平
尚
書
事
。

と
あ
る
よ
う
に
、
諸

葛
亮
の
遺
児
諸

葛
瞻
（
二
二
七
～
二
六
三
）
は
、
「
都
護
」

お
そ
ら
く
中
都
護
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
二
年

後
、
緜
竹
に
魏
の

鄧
艾
（
？
～
二
六

四
）
を
迎
え
撃
ち
、
壮
烈
な
戦
死
を
と
げ
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
れ
の
遺
骸
は
発
見

さ
れ
ず
、
ひ
そ
か
に
生
存
説
が
流
れ
て
い
た
。
『
華
陽
国
志
』
巻
八
・
大
同
志
・

泰
始
四
年
（
二
六
八
）
の
条
に
、

故
中
軍
士
王
富
、
有
罪
逃
匿
、
密
結
亡
命
・
刑
徒
、
得
數
百
人
、
自
稱
諸

葛

都
護
、
起
臨
邛
、
轉
侵
江
原
。
江
原
方
略
吏
李
高
・
閭
術
縛
富
、
送
州
刺
史

呉・蜀の都督制度とその周辺
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童
策
、
斬
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
旧
蜀
軍
兵
士
の
王
富
と
い
う
も
の
が
「
諸

葛
都
護
」
、
す
な
わ

ち
諸

葛
瞻
の
名
を
か
た
り
、
反
乱
を
お
こ
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、

事
件
の
真
相
は
闇
の
中
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
反
晋
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た

諸
葛
瞻
の
官
位
が
衛
将
軍
で
は
な
く
、
「
都
護
」
と
称
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

都
護
以
下
の
「
行
官
」
が
、
蜀
臣
の
序
列
・
地
位
を
体
現
し
、
さ
ら
に
は
一
般
民

衆
も
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
蜀
の
「
行
官
」
は
創
業
期
に
お
け
る
劉
備
集

団
の
指
揮
系
統
に
由

来
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
各
官
の
職
掌
を
確
定
す
る
の
は
難
し
い
。
す
く
な

く
と
も
、
諸

葛
亮
の
北
伐
期
に
は
す
で
に
明
確
な
分
掌
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
高

く
、
た
と
え
ば
、
中
護
軍
や
軍
師
・
参
軍
な
ど
も
、
魏
晋
に
存
在
し
た
同
名
の
官

職
と
は
同
一
視
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
呉
の
軍
師
・
都
護
・
護
軍

じ
つ
は
、
呉
に
も
、
蜀
の
「
行
官
」
と
類
似
の
官
職
、
す
な
わ
ち
、
軍
号
で
も

な
く
、
州
郡
都
督
で
も
な
い
、
「
軍
師
」
「
都
護
」
「
護
軍
」
と
い
う
武
官
職
が
確

認
さ
れ
る
（
附
表
「
呉
の
軍
師
・
都
護
・
護
軍
」
も
参
照
）
。
ま
ず
第
一
に
、
こ

れ
ら
の
序
列
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
『
呉
志
』
巻
十
三
・
陸
遜
伝
に
、

（
孫
）
權
以
遜
爲
右
護
軍
・
鎭
西
將
軍
、
進
封
婁
侯
〔
二
二
〇
年
頃
〕
。
…

加
拜
遜
輔
國
將
軍
・
領
荊
州
牧
、
即
改
封
江
陵
侯
。
…
遣
還
西
陵
。
黄
龍
元

年
〔
二
二
九
年
〕
、
拜
上
大
將
軍
・
右
都
護
。

と
あ
る
よ
う
に
、
陸
遜
（
一
八
三
～
二
四
五
）
は
「
右
護
軍
」
か
ら
「
右
都
護
」

に
、
同
上
巻
十
五
・
全
琮
伝
に
、

黄
龍
元
年
、
遷
衛
將
軍
・
左
護
軍
・
徐
州
牧
、
尚
公
主
。
…
赤
烏
九
年
〔
二

四
六
年
〕
、
遷
右
大
司
馬
・
左
軍
師
。

と
あ
る
よ
う
に
、
全
琮
（
？
～
二
四
七
）
は
「
左
護
軍
」
か
ら
「
左
軍
師
」
に
、

さ
ら
に
、
同
上
巻
十
・
丁
奉
伝
に
、

孫
休
即
位
〔
二
五
八
年
〕
、
…
遷
大
將
軍
、
加
左
右
都
護
。
…
迎
立
孫
晧

〔
二
六
四
年
〕
、
遷
右
大
司
馬
・
左
軍
師
。

と
あ
る
よ
う
に
、
丁
奉
（
？
～
二
七
一
）
が
「
左
右
都
護
」
、
お
そ
ら
く
左
都
護

か
ら
「
左
軍
師
」
に
昇
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
軍
師
―
都
護
―
護
軍
」
と
い

う
序
列
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
三
官
は
左
右
に
分
置
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
全
琮
は
「
衞
將
軍
・
左
護

軍
」
で
あ
っ
た
が
、
同
上
巻
十
一
・
朱
然
伝
に
、

黄
龍
元
年
、
拜
車
騎
將
軍
・
右
護
軍
・
領
兗
州
牧
。
…
遣
使
拜
然
爲
左
大
司

馬
・
右
軍
師
。

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
と
き
、
朱
然
（
一
八
二
～
二
四
九
）
も
「
車
騎
將
軍
・
右

護
軍
」
を
拝
命
し
て
い
る
。
車
騎
将
軍
と
衛
将
軍
は
前
漢
以
来
の
伝
統
を
も
つ
比

公
の
将
軍
で
あ
り
、
か
つ
車
騎
将
軍
が
上
位
に
位
置
す
る
。
と
す
れ
ば
、
全
琮
よ

り
朱
然
の
位
が
や
や
高
く
、
し
た
が
っ
て
、
左
護
軍
よ
り
右
護
軍
が
上
位
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
の
ち
に
二
人
が
同
時
昇
進
し
た
左
右
軍
師
、
お
よ
び
陸
遜
・
諸

葛

瑾
（
一
七
四
～
二
四
一
）
ら
が
任
ぜ
ら
れ
た
左
右
都
護
（
附
表
を
参
照
）
も
、

「
右
」
が
上
位
だ
っ
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。

（
二

一
）

第
二
に
、
三
官
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
同
上
巻
九
・
周
瑜
伝
に
、

（
孫
）
策
欲
取
荊
州
〔
一
九
九
年
〕
、
以
瑜
爲
中
護
軍
・
領
江
夏
太
守
。
…

（
建
安
）
五
年
〔
二
〇
〇
年
〕
、
策
薨
、
（
孫
）
權
統
事
、
瑜
將
兵
赴
喪
、

遂
留
呉
、
以
中
護
軍
與
長
史
張
昭
共
掌
衆
事
。
…
十
三
年
春
、
權
討
江
夏
、

瑜
爲
前
部
大
督
。

と
あ
る
よ
う
に
、
周
瑜
（
一
七
五
～
二
一
〇
）
が
「
中
護
軍
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ

と
が
始
ま
り
と
み
ら
れ
る
が
、
設
置
時
期
は
魏
よ
り
も
早
く
、
当
初
の
職
掌
は
、

『
後
漢
書
』
列
伝
三
十
下
・
班
固
伝
に
、
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永
元
初
〔
八
九
年
〕
、
大
將
軍
竇
憲
出
征
匈
奴
、
以
班
固
爲
中
護
軍
、
與
參

議
。

と
あ
る
よ
う
に
、

後
漢
中
期
、
班
固
が
任
ぜ
ら
れ
た
参
謀
職
の
そ
れ
に
近
い
も
の

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
二

二
）

つ
い
で
、
『
呉
志
』
巻
二
・
呉
主
伝
・
建
安
十
三
年
（
二
〇
八
）
の
条
に
、

（
周
）
瑜
・
（
程
）
普
爲
左
右
督
、
各
領
萬
人
、
與
（
劉
）
備
倶
進
、
遇
於

赤
壁
、
大
破
曹
公
軍
。

と
あ
る
よ
う
に
、
赤
壁
の
戦
い
の
際
、
程
普
と
周
瑜
が
「
左
右
督
」
(
同
上
巻

六
・
宗
室
・
孫
皎
伝
で
は
「
左
右
部
督
」
に
作
る
)
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
「
左

右
護
軍
」
に
分
置
さ
れ
た
か
、
も
し
く
は
上
級
の
「
左
右
都
護
」
が
増
設
さ
れ
、

二
人
に
授
け
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
上
巻
七
・
張
昭
伝
に
、

後
劉
備
表
（
孫
）
權
行
車
騎
將
軍
、
昭
爲
軍
師
。

と
あ
る
よ
う
に
、
最
高
位
の
軍
師
は
、
建
安
十
四
年
（
二
〇
九
）
、
孫
權
が
劉
備

の
推
薦
に
よ
っ
て
車
騎
将
軍
・
徐
州
牧
を
称
し
た
際
、
張
昭
（
一
五
六
～
二
三

六
）
が
任
官
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
の
ち
に
、
都
護
や
護
軍
と
お
な
じ
よ
う
に
、

左
右
に
分
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
そ
れ
ら
の
職
掌
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
同
上
巻
六
・
宗
室
・
孫
皎
伝

に
、

始
拜
護
軍
校
尉
、
領
衆
二
千
餘
人
。
…
遷
都
護
・
征
虜
將
軍
、
代
程
普
、
督

夏
口
。
…
嘗
以
小
故
與
甘
寧
忿
爭
、
…
（
孫
）
權
聞
之
、
以
書
讓
皎
曰
、

「
…
授

俑
以
精
兵
、
委

俑
以
大
任
、
都
護
諸
將
於
千
里
之
外
、
…
」

と
あ
る
よ
う
に
、
建
安
末
年
、
「
都
護
」
、
お
そ
ら
く
右
都
護
の
孫
皎
（
？
～
二

一
九
）
が
甘
寧
と
紛
争
を
お
こ
し
た
と
き
、
こ
れ
を
戒
め
た
孫
權
は
か
れ
の
任
務

を
「
諸
將
を
千
里
の
外
に
都
護
す
る
」
こ
と
だ
と
断
言
し
て
い
る
。
中
護
軍
の
周

瑜
も
ま
た
、
つ
ね
に
先
鋒
部
隊
の
都
督
を
務
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
初
、
都
護

や
護
軍
に
は
監
軍
職
、
ひ
い
て
は
派
遣
軍
や
駐
屯
軍
の
司
令
官
と
し
て
の
性
格
が

認
め
ら
れ
る
が
、
呉
で
も
中
軍
や
都
督
の
制
度
が
確
立
す
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に

形
骸
化
し
、
名
誉
職
の
色
彩
を
濃
く
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
魏
志
』

巻
二
十
八
・
毌
丘
儉
伝
に
、

（
文
）
欽
亡
入
呉
。
呉
以
欽
爲
都
護
・
假
節
・
鎭
北
大
將
軍
・
幽
州
牧
・
譙

侯
。

と
あ
り
、
ま
た
、
同
上
巻
二
十
八
・
諸

葛
誕
伝
に
、

以
誕
爲
左
都
護
・
假
節
・
大
司
徒
〔
大
司
馬
の
誤
り
？
〕
・
驃
騎
將
軍
・
青

州
牧
・
壽
春
侯
。

と
あ
る
よ
う
に
、
魏
の
降
臣
を
優
遇
す
る
官
職
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、

そ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。

『
呉
志
』
巻
三
・
孫
晧
伝
・
天
紀
四
年
（
二
八
〇
）
春
の
条
注
引
『
干
宝
晋

紀
』
に
、

呉
丞
相
軍
師
張
悌
、
護
軍
孫
震
、
丹
陽
太
守
沈
瑩
帥
衆
三
萬
濟
江
、
圍
成
陽

都
尉
張
喬
於
楊
荷
橋
、
…
呉

副
軍
師
諸

葛
靚
欲
屠
之
…

と
あ
り
、
『
晋
書
』
巻
四
十
二
・
王
渾
伝
に
、

呉
丞
相
張
悌
・
大
將
軍
孫
震
等
率
衆
數
萬
指
城
陽
、
…

と
あ
り
、
同
上
巻
七
十
七
・
諸

葛
恢
伝
に
、

祖
誕
、
魏
司
空
、
爲
文
帝
所
誅
。
父
靚
、
奔
呉
、
爲
大
司
馬
。

と
あ
る
よ
う
に
、
西
晋
の
大
軍
を
迎
え
撃
っ
て
敗
北
し
た
丞
相
の
張
悌
（
？
～
二

八
〇
）
は
「
軍
師
」
（
お
そ
ら
く
右
軍
師
）
、
大
司
馬
の
諸

葛
靚
は
「

副
軍
師
」

（
お
そ
ら
く
左
軍
師
）
、
大
将
軍
の
孫
震
（
？
～
二
八
〇
）
は
「
護
軍
」
（
左
右

ど
ち
ら
か
は
不
明
）
を
兼
ね
て
い
た
。
三
官
は
呉
の
滅
亡
時
ま
で
存
続
し
、
し
か

も
、
在
任
者
た
ち
は
最

後
の
決
戦
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
呉
と
蜀
に
は
非
常
に
よ
く
似
た
、
都
護
・
軍
師
・
護
軍
な
ど

の
官
名
を
も
つ
武
官
の
制
度
が
存
在
し
て
い
た
。
あ
え
て
類
例
を
求
め
る
な
ら
ば
、

た
と
え
ば
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
百
七
十
五
・
陳
紀
九
・
宣
帝
太
建
十
三
年
（
五
八
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一
）
二
月
甲
子
の
条
に
、

（
隋
文
帝
）
又
置
上
柱
國
至
都
督
十
一
等
勳
官
、
以
酬
勤
勞
。

〔
胡
三
省
注
〕
隋
採

後
周
之
制
、
置
上
柱
國
・
柱
國
・
上
大
將
軍
・
大
將

軍
・
上
開
府
儀
同
三
司
・
開
府
儀
同
三
司
・
上
儀
同
三
司
・
儀
同
三
司
・
大

都
督
・
帥
都
督
・
都
督
、
總
十
一
等
。

と
あ
る
よ
う
に
、
西
魏
二
十
四
軍
に
起
源
を
も
つ
勲
官
の
ご
と
き
も
の
だ
っ
た
と

（
二

三
）

推
測
さ
れ
る
が
、
両
晋
南
北
朝
に
は
継
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
滅
ん
だ
。

四
、
典
軍
考

前
節
で
紹
介
し
た
都
護
・
軍
師
以
下
の
諸
官
の
う
ち
、
魏
・
西
晋
で
は
実
務
職

で
あ
っ
た
中
領
軍
・
中
護
軍
（
軍
政
大
臣
の
職
）
、
参
軍
（
幕
僚
の
職
）
な
ど
は

南
北
朝
に
継
承
さ
れ
、
隋
唐
で
も
官
名
を
残
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
魏
・
西
晋
に
は

設
置
さ
れ
て
い
た
形
跡
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
晋
以
降
、
実
務
職
と
し
て

用
い
ら
れ
た
も
の
が
、
ひ
と
つ
あ
る
。
前
掲
『
蜀
志
』
李
嚴
伝
注
引
『
亮
公
文
上

尚
書
』
に
見
え
る
「
中
典
軍
」
、
す
な
わ
ち
典
軍
で
あ
る
。

蜀
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
同
上
・
王
平
伝
に
、

遷
後
典
軍
・
安
漢
將
軍
、

副
車
騎
將
軍
呉
壹
住
漢
中
、
又
領
漢
中
太
守
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「

後
典
軍
」
が
あ
っ
た
が
、
他
の
「
行
官
」
の
事
例
か
ら
推
測

す
れ
ば
、
前
典
軍
・
左
典
軍
・
右
典
軍
も
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
職
掌

に
つ
い
て
は
、
同
上
巻
九
・
董
和
伝
・
裴
松
之
注
に
、

偉
度
者
、
姓
胡
、
名
濟
、
義
陽
人
。
…
（
諸

葛
）
亮
卒
、
爲
中
典
軍
、
統
諸

軍
、
封
成
陽
亭
侯
。

と
あ
る
よ
う
に
、
中
典
軍
の
胡
濟
が
「
諸
軍
を
統
ぶ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

や
は
り
具
体
的
な
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。

い
っ
ぽ
う
、
『
呉
志
』
巻
三
・
孫
皓
伝
に
、

（
孫
）
休
薨
、
是
時
蜀
初
亡
、
而
交
阯
攜
叛
、
國
内
震
懼
、
貪
得
長
君
。
左

典
軍
萬
彧
昔
爲
烏
程
令
、
與
皓
相
善
、
稱
皓
才
識
明
斷
、
…
屢
言
之
於
丞
相

濮
陽
興
・
左
將
軍
張
布
。

と
あ
り
、
同
上
巻
二
十
・
賀
邵
伝
に
、

賀
邵
、
字
興
伯
、
會
稽
山
陰
人
也
。
孫
休
即
位
、
從
中
郎
爲
散
騎
常
侍
、
出

爲
呉
郡
太
守
。
孫
皓
時
、
入
爲
左
典
軍
、
遷
中
書
令
・
領
太
子
太
傅
。

と
あ
る
よ
う
に
、
呉
に
は
「
左
典
軍
」
の
み
確
認
さ
れ
る
が
、
同
上
巻
七
・
張
昭

伝
附
張
休
伝
に
、

及
（
孫
）
登
卒

後
、
爲
侍
中
、
拜
羽
林
都
督
、
平
三
典
軍
事
、
遷
揚
武
將
軍
。

爲
魯
王
（
孫
）
霸
友
黨
所
譖
、
與
顧
譚
〔
＝
顧
雍
の
子
〕
・
承
〔
＝
顧
譚
の

弟
〕
倶
以
芍
陂
論
功
事
、
休
・
承
與
典
軍
陳
恂
通
情
、
詐
增
其
伐
、
並
徙
交

州
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
平
三
典
軍
事
」
と
い
う
職
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
中
典
軍
・

右
典
軍
の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
呉
の
典
軍
は
、
軍
師
・
都
護
・
護
軍

の
系
統
に
は
属
さ
ず
、
実
務
を
も
つ
官
職
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
呉
の
典
軍
は
郡
太
守
か
ら
任
用
さ
れ
、
中
書
令
に
転
出
し
て
い

る
（
『
呉
志
』
賀
邵
伝
）
か
ら
、
そ
れ
な
り
の
地
位
を
も
つ
中
央
官
だ
っ
た
ら
し

い
。
し
か
も
、
「
左
典
軍
」
の
萬
彧
が
丞
相
の
濮
陽
興
ら
に
孫
晧
擁
立
を
勧
め
て

い
る
こ
と
（
同
上
・
孫
晧
伝
、
お
よ
び
同
上
巻
十
九
・
濮
陽
興
伝
）
、
お
な
じ
く
、

同
上
巻
十
九
・
孫
綝
伝
に
、

典
軍
施
正
勸
綝
徴
立
琅
邪
王
休
、
綝
從
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
典
軍
」
の
施
正
が
大
将
軍
の
孫
綝
に
孫
休
擁
立
を
進
言
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
家
機
密
に
も
参
与
し
得
る
要
職
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
に
、
総
監
職
と
み
ら
れ
る
「
平
三
典
軍
事
」
の
張
休
が
、
芍
陂
の
役
（
二

四
一
年
）
の
論
功
の
際
に
「
典
軍
」
の
陳
恂
と
通
じ
て
戦
果
を
水
増
し
し
た
と
の

讒
訴
を
う
け
、
流
罪
に
な
っ
た
と
あ
る
よ
う
に
（
同
上
・
張
休
伝
）
、
典
軍
は
論

呉・蜀の都督制度とその周辺
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功
行
賞
や
武
官
の
人
事
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
魏
晋
の
領
軍
将

軍
・
護
軍
将
軍
（
も
し
く
は
中
領
軍
・
中
護
軍
）
に
相
当
す
る
官
職
・
機
関
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
同
上
巻
七
・
顧
雍
附
顧
邵
伝
に
、

初
、
錢
唐
丁
諝
出
於
役
伍
、
…
邵
皆
抜
而
友
之
、
…
諝
至
典
軍
中
郎
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
典
軍
中
郎
」
と
い
う
官
職
が
見
え
る
が
、
庶
民
出
身
者
が
就

任
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
あ
ま
り
地
位
の
高
く
な
い
官
職
、
お
そ
ら
く
は

典
軍
の
属
官
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
呉
の
「
三
典
軍
」
は
多
く
の
属
官
を
抱

え
る
、
規
模
の
大
き
な
組
織
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二

四
）

魏
・
西
晋
に
は
、
西
園
八
校
尉
の
ひ
と
つ
で
曹
操
の
軍

団
に
も
継
承
さ
れ
た

「
典
軍
校
尉
」
、
あ
る
い
は
、
『
魏
志
』
巻
十
九
・
陳
王
曹
植
伝
注
引
『
世
語
』

（
二

五
）

に
、

（
楊
）
脩
子
囂
、
…
泰
始
初
〔
二
六
五
年
〕
、
爲
典
軍
將
軍
、
受
心
膂
之
任
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
典
軍
将
軍
」
な
ど
の
軍
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
以
外
、

管
見
の
限
り
、
単
独
で
「
典
軍
」
と
称
さ
れ
る
官
職
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。と
こ
ろ
が
、
『
晋
書
』
巻
九
十
五
・
芸
術
伝
に
、

戴
洋
、
字
國
流
、
呉
興
長
城
人
也
。
…
爲
人
短
陋
、
無
風
望
、
然
好
道
術
、

妙
解
占
候
卜
數
。
…
及
祖
約
〔
＝
平
西
将
軍
・
豫
州
刺
史
〕
代
兄
鎭
譙
、
請

洋
爲
中
典
軍
、
遷
（
參
軍
）
督
護
。

と
あ
り
、
『
宋
書
』
巻
九
十
四
・
恩
倖
伝
に
、

徐
爰
、
字
長
玉
、
南
琅
邪
開
陽
人
也
。
…
初
、
爲
晉
琅
邪
王
〔
＝
司
馬
徳
文
、

の
ち
の
恭
帝
〕
大
司
馬
府
中
典
軍
、
從
北
征
。

と
あ
る
よ
う
に
、
東
晋
南
朝
に
な
る
と
、
庶
民
出
身
の
官
僚
、
い
わ
ゆ
る
寒
人
が

就
任
す
る
公
府
・
軍
府
の
下
級
職
と
し
て
現
れ
る
。
前
者
の
戴
洋
（
二
六
〇
頃
～

三
四
〇
）
は
卜
占
の
術
を
も
っ
て
出
仕
し
、
東
晋
の
方
鎮
を
渡
り
歩
い
た
。

後
者

の
徐
爰
（
三
九
四
～
四
七
五
）
は
劉
宋
の
歴
朝
に
仕
え
た
実
務
官
僚
で
、
典
型
的

な
恩
倖
寒
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

『
大
唐
六
典
』
巻
二
十
九
・
親
王
親
事
府
の
条
注
引
『
斉
職
儀
』
（
南
斉
の
王

珪
之
撰
）
に
、

諸
公
領
兵
職
局
。
有
庫
典
軍
、
七
職
、
二
人
。
倉
典
軍
、
七
職
、
二
人
。
又

有
船
官
典
軍
・
茭
箬
典
軍
・
樵
炭
典
軍
等
員
。
皇
朝
因
其
名
而
置
、
多
以
武

官
及
流
外
爲
之
。

と
あ
り
、
同
上
・
親
王
帳
内
府
の
条
注
引
『
斉
職
儀
』
に
、

諸
公
領
兵
職
局
。
有
車
廐
典
軍
、
五
品
、
二
人
。
馬
典
軍
、
五
品
、
二
人
。

又
有
釀
倉
典
軍
・
炭
屯
典
軍
・
樵
屯
典
軍
。

と
あ
る
よ
う
に
、
東
晋
南
朝
の
典
軍
は
公
府
・
軍
府
の
中
で
も
親
衛
隊
組
織
の

「
兵
職
局
」
に
所
属
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、
官
名
に
冠
さ
れ
た
「
庫
」

（
二

六
）

「
倉
」
「
船
官
」
「
樵
炭
」
な
ど
の
タ
ー
ム
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
財
務
・
会
計
の

ほ
か
、
車
馬
・
舟
船
・
糧
秣
・
燃
料
の
調
達
や
管
理
な
ど
、
軍
府
内
の
実
務
も
し

く
は
雑
務
を
担
当
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
唐
の
親
王
親
事
府
と

親
王
帳
内
府
（
と
も
に
親
王
の
親
衛
隊
）
に
も
「
典
軍
」
「

副
典
軍
」
が
設
置
さ

れ
て
い
た
。

典
軍
の
官
品
と
み
ら
れ
る
「
七
職
」
と
「
五
品
」
は
、
文
脈
上
、
同
義
語
で
あ

る
が
、
い
わ
ゆ
る
五
品
官
で
は
な
く
、
九
品
官
の
外
に
設
定
さ
れ
た
勲
位
が
七
～

五
等
級
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
、
当
時
の
官
制
用
語
な
の
だ
ろ
う
。

（
二

七
）

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
流
外
官
に
就
く
の
は
寒
人
で
あ
る
。
魏
・
西
晋

に
は
な
か
っ
た
典
軍
が
、
東
晋
南
朝
に
現
れ
る
理
由
や
経
緯
は
不
明
と
い
う
ほ
か

な
い
が
、
こ
と
に
よ
る
と
、
西
晋
に
併
合
さ
れ
た

後
も
、
旧
呉
領
内
の
各
所
に
は

典
軍
の
出
先
機
関
が
残
存
し
て
お
り
、
東
晋
政
権
が
こ
れ
を
継
承
し
、
方
鎮
な
ど

の
下
部
組
織
と
し
て
再
編
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
晋
～
唐

（
二

八
）

の
典
軍
が
卑
職
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
起
源
が
呉
・
蜀
に
あ
っ
た

呉・蜀の都督制度とその周辺
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こ
と
と
無
縁
で
は
な
く
、
い
わ
ば
亡
国
の
遺
制
と
し
て
貶
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る

の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
①
呉
と
蜀
の
都
督
制
度
、
②
呉
の
軍
師
・
都
護
・
護
軍
（
お
よ
び

典
軍
）
、
蜀
の
都
護
・
軍
師
・
監
軍
・
領
軍
・
護
軍
・
典
軍
・
参
軍
の
制
度
を
と

り
あ
げ
、
魏
晋
の
制
度
と
の
共
通
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

第
一
に
、
②
呉
の
軍
師
以
下
、
蜀
の
都
護
以
下
の
武
官
制
度
は
、
魏
晋
に
は
見

ら
れ
な
い
、
独
自
の
制
度
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
初
期
の
曹
操
集

団
を
含
む
、

後
漢
末
の
群
雄
た
ち
が
類
似
の
軍
事
編
制
を
採
用
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
し
が

た
い
が
）
。
し
か
も
、
呉
の
三
官
と
蜀
の
「
行
官
」
の
間
に
は
、
あ
き
ら
か
に
相

関
関
係
が
疑
わ
れ
る
。
呉
の
三
官
の
洗
練
度
の
高
さ
は
歴
史
の
古
さ
を
示
唆
し
、

と
す
れ
ば
、
呉
か
ら
蜀
へ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
が
、
た
し
か
な
証
拠
は
な
い
。

当
初
か
ら
覇
権
争
い
に
か
ら
み
、
獻
帝
を
擁
立
し
て
政
権
の
正
当
性
を
獲
得
し
得

た
曹
操
と
は
異
な
り
、
劉
備
と
孫
氏
三
代
は
安
定
し
た
権
力
基
盤
を
築
く
の
に
時

間
を
費
や
し
た
。
呉
と
蜀
に
、
将
軍
号
や
都
督
と
は
別
系
統
の
、
し
か
も
雅
で
は

な
い
名
称
の
武
官
職
が
存
続
し
た
の
は
、
と
も
に
集

団
の
秩
序
維
持
を
軍
隊
の
組

織
に
た
よ
っ
た
期
間
が
長
く
、
容
易
に
払
拭
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
い
か
に
も
武
官
の
臭
い
を
強
く
漂
わ
せ
る
こ
れ
ら
の
官
職

が
、
宰
相
を
含
む
重
臣
た
ち
の
兼
官
で
あ
り
続
け
た
こ
と
は
、
呉
と
蜀
の
国
家
体

制
が
き
わ
め
て
軍
事
色
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
、
し
か
も

強
烈
に
印
象
づ
け
て
い
る
。

第
二
に
、
①
都
督
制
度
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
不
明
な
点
も
多
い
が
、
基
本

的
に
は
魏
晋
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
基

幹
部
分
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
都
督

制
度
を
分
裂
期
・
内
戦
期
の
所
産
と
と
ら
え
、
お
も
に
軍
事
的
な
側
面
を
問
題
に

す
る
の
が
主
流
だ
っ
た
。
し
か
し
、
魏
の
幽
州
都
督
と
雍
涼
二
州
都
督
、
お
よ
び

呉
の
交
州
都
督
・
廣
州
都
督
、
蜀
の

庲
降
都
督
の
位
置
を
地
図
上
に
お
と
し
て
み

る
と
、
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
南
中
は
も
ち
ろ
ん
、
幽
州
や
交
阯

（
＝
交
州
・
廣
州
）
な
ど
の
地
域
は
、

後
漢
末
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
記
録
の
な
い
、

す
な
わ
ち
中
央
政
府
の
支
配
が
ゆ
き
と
ど
か
な
い
辺
境
だ
っ
た
。
だ
が
、
外
か
ら

見
れ
ば
、
そ
こ
は
中
国
の
玄
関
口
、
人
と
モ
ノ
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。

三
国
時
代
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
強
力
な
権
限
を
も
つ
政
府
の
出
先
機
関
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。

後
漢
末
以

後
に
お
け
る
都
督
制
度
の
展

開
と
、
中
国
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
政
治
社
会
情
勢
は
、
あ
き
ら
か
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
都
督
制
度
の
果
た
し
た
役
割
と
い
う
も
の
を
、

あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

《
注
》

（
一
）
何
茲
全
「
魏
晋
的
中
軍
」（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
一
七
、
一
九
四
八

年
）、
越
智
重
明
「
領
軍
将
軍
と
護
軍
将
軍
」（『
東
洋
学
報
』
四
四
―
一
、
一
九
六
一
年
）、

張
金
龍
『
魏
晋
南
北
朝
禁
衛
武
官
制
度
研
究
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
二
）
呉
廷
燮
『
歴
代
方
鎮
年
表
』（
一
九
三
六
年
）、
嚴
耕
望
『
中
国
地
方
行
政
制
度
史
』
乙
部

上
冊
「
魏
晋
南
朝
地
方
行
政
制
度
」（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
四
五
Ａ
、
一
九

六
三
年
）、
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
六
）
第
五
章
第

五
節
「
軍
府
僚
属
殊
に
参
軍
の
発
達
」、
越
智
重
明
「
南
朝
の
国
家
と
社
会
」（『
岩
波
講

座
世
界
歴
史
五
―
東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
Ⅱ
』
一
九
七
〇
年
）、
同
上
「
魏
晋
時
代
の
四
征

将
軍
と
都
督
」（『
史
淵
』
一
一
七
、
一
九
八
〇
年
）、
小
尾
孟
夫
『
六
朝
都
督
制
研
究
』（
渓

水
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
お
よ
び
拙
稿
「
参
軍
事
考
―
六
朝
軍
府
僚
属
の
起
源
を
め
ぐ
っ

て
」（『
文
化
』
五
一
―
三
・
四
、
一
九
八
八
年
）、
同
上
「
曹
魏
の
護
軍
に
つ
い
て
」（『
東

呉・蜀の都督制度とその周辺
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北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
二
六
、
一
九
九
〇
年
）、
同
上
「
軍
師
考
」（『
東
北

大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
二
七
、
一
九
九
一
年
）、
同
上
「
漢
末
州
牧
考
」（『
秋

大
史
学
』
三
八
、
一
九
九
二
年
、
以
下
、
拙
稿
Ａ
と
略
称
）、
同
上
「
都
督
考
」（『
東
洋
史

研
究
』
五
一
―
三
、
一
九
九
二
年
、
以
下
、
拙
稿
Ｂ
と
略
称
）、
同
上
「
四
征
将
軍
の
成
立

を
め
ぐ
っ
て
」（『
古
代
文
化
』
四
五
―
一
〇
、
一
九
九
三
年
）、
同
上
「
六
朝
都
督
制
研
究

の
現
状
と
課
題
」（『
駒
沢
史
学
』
六
四
、
二
〇
〇
五
年
、
以
下
、
拙
稿
Ｃ
と
略
称
）
な
ど
を

参
照
。

（
三
）
川
勝
義
雄
『
六
朝
貴
族
制
社
会
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
第
Ⅱ
部
第
二
章

「
孫
呉
政
権
と
江
南
の
開
発
領
主
制
」
、
第
三
章
「
孫
呉
政
権
の
崩
壊
か
ら
江
南
貴
族
制

へ
」。
な
お
、
拙
稿
「
孫
呉
軍
制
の
再
検
討
」（『
中
国
中
世
史
研
究
・
続
編
』
京
都
大
学
出

版
会
、
一
九
九
五
年
、
以
下
、
拙
稿
Ｄ
と
略
称
）
は
、
川
勝
氏
が
呉
独
自
の
制
度
と
し
た
世

兵
制
（
世
襲
領
兵
制
と
も
い
う
）、
世
襲
都
督
な
ど
の
問
題
を
再
検
討
し
て
い
る
。

（
四
）
陶
元
珍
「
三
国
呉
兵
考
」（『
燕
京
学
報
』
一
三
、
一
九
三
三
年
）。

（
五
）（
六
）
前
掲
嚴
書
・
第
一
章
・
下
（
一
）「
三
国
与
西
晋
都
督
区
」。
こ
の
ほ
か
、
呉
の
都

督
を
論
じ
た
も
の
に
、
張
鶴
泉
「
孫
呉
軍
鎮
都
督
論
略
」（『
史
学
集
刊
』
一
九
九
六
―
二
）

が
あ
る
。

（
七
）
な
お
、『
呉
志
』
本
伝
は
孫
壹
を
「
假
節
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、『
魏
志
』
本
紀
は
「
使

持
節
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
宋
書
』
以
前
の
諸
史
料
で
は
、「
節
」
の
表
記
が
矛

盾
し
て
い
る
事
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
本
論
で
も
取
り
あ
げ
た
蜀
の
魏
延

も
、『
蜀
志
』
巻
十
・
本
伝
に
よ
れ
ば
、「
假
節
」
で
あ
る
が
、
同
上
巻
十
・
李
嚴
伝
注
引

「
亮
公
文
上
尚
書
」
に
は
「
使
持
節
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、「
使
持
節

―
持
節
―
假
節
」
の
三
ラ
ン
ク
制
を
前
提
に
、
史
料
批
判
（
假
節
が
正
し
い
の
か
、
使
持
節

が
正
し
い
の
か
）
を
お
こ
な
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
竹
園
卓
夫
氏
に
よ
れ
ば
、

上
記
の
三
ラ
ン
ク
制
は
晋
代
に
成
立
し
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
史
料
に
見
え
る
「
假
節
」

は
権
限
の
授
受
を
示
し
、「
使
持
節
」
は
官
称
と
理
解
す
る
（
同
氏
「
魏
の
都
督
」『
歴
史
』

五
一
、
一
九
七
八
年
）。
と
り
あ
え
ず
、
本
稿
は
竹
園
氏
の
説
に
し
た
が
う
。

（
八
）
前
掲
拙
稿
Ｄ
も
参
照
。

（
九
）
な
お
、『
呉
志
』
巻
十
五
・
呂
岱
伝
に
、

及
陸
遜
卒
〔
二
四
五
年
〕、
諸
葛
恪
代
遜
、（
孫
）
權
乃
分
武
昌
爲
兩
部
、
岱
督
右
部
、

自
武
昌
上
至
蒲
圻
。
遷
上
大
將
軍
、
拜
子
凱
副
軍
校
尉
、
監
兵
蒲
圻
。

と
あ
る
よ
う
に
、
陸
遜
死
後
、
武
昌
の
都
督
は
「
兩
部
」
に
分
割
さ
れ
、
呂
岱
が
「
右
部
を

督
」
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
同
上
巻
十
一
・
呂
範
伝
に
、

（
孫
）
權
破
（
關
）
羽
、
都
武
昌
、
拜
範
建
威
將
軍
、
封
宛
陵
侯
、
領
丹
楊
太
守
、
治

建
業
、
督
扶
州
以
下
至
海
。

と
あ
り
、
同
上
巻
十
五
・
賀
齊
伝
に
、

拜
安
東
將
軍
、
封
山
陰
侯
、
出
鎭
江
上
、
督
扶
州
以
上
至
皖
。

と
あ
る
よ
う
に
、
孫
權
が
武
昌
に
都
を
お
い
た
黄
武
年
間
（
二
二
二
～
二
二
九
）、
長
江
下

流
域
の
防
衛
は
、
扶
州
（
建
業
附
近
に
あ
っ
た
長
江
の
中
洲
と
思
わ
れ
る
）
を
中
心
に
、
そ

の
下
流
は
呂
範
が
、
上
流
は
賀
齊
が
担
当
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
呉
で
は
長
江
流
域

の
都
督
区
を
左
右
（
＝
東
西
）
一
組
で
構
成
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
が
、
長
江
を
防
衛
ラ
イ

ン
と
し
た
呉
な
ら
で
は
の
運
用
と
い
え
よ
う
。

（
一
〇）
前
掲
嚴
書
・
第
一
章
・
下
（
一
）「
三
国
与
西
晋
都
督
区
」。
こ
の
ほ
か
、
蜀
の
都
督
を
論

じ
た
も
の
に
、
張
鶴
泉
「
蜀
漢
鎮
戍
都
督
論
略
」（『
吉
林
大
学
社
会
科
学
学
報
』
一
九
九
八

―
六
）、
雷
勇
「
蜀
漢
漢
中
都
督
考
略
」（『
漢
中
師
範
学
院
学
報
・
社
会
科
学
』
一
九
九
七

―
一
）
な
ど
が
あ
る
。

（
一
一）
こ
の
ほ
か
、『
蜀
志
』
巻
五
・
諸
葛
亮
伝
に
、

先
主
遂
收
江
南
〔
二
〇
九
年
〕、
以
亮
爲
軍
師
中
郎
將
、
使
督
零
陵
・
桂
陽
・
長
沙
三

郡
、
調
其
賦
税
、
以
充
軍
實
。

と
あ
り
、
同
上
巻
十
一
・
向
朗
伝
に
、

先
主
定
江
南
、
使
朗
督
秭
歸
・
夷
道
・
巫
・
夷
陵
四
縣
軍
民
事
。

と
あ
る
よ
う
に
、「
督
零
陵
・
桂
陽
・
長
沙
三
郡
」、「
督
秭
歸
・
夷
道
・
巫
・
夷
陵
四
縣
軍

民
事
」
な
ど
の
事
例
も
あ
る
が
、
と
も
に
「
使
…
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
官

職
名
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
一
二）
前
掲
拙
稿
Ａ
、
Ｃ
を
参
照
。

（
一
三）
前
掲
拙
稿
Ｂ
、
Ｃ
を
参
照
。

（
一

四
）
那
波
利
貞
「
塢
主
攷
」（『
東
亜
人
文
学
報
』
二
─
四
、
一
九
四
三
年
）、
宮
崎
市
定
「
中

呉・蜀の都督制度とその周辺
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国
に
お
け
る
村
制
の
成
立
」「
六
朝
時
代
華
北
の
都
市
」（
と
も
に
宮
崎
全
集
七
所
収
）、
宮

川
尚
志
「
六
朝
時
代
の
村
に
つ
い
て
」（
同
氏
著
『
六
朝
史
研
究
─
政
治
・
社
会
篇
』
日
本

学
術
振
興
会
、
一
九
五
六
年
所
収
）、
金
発
根
『
永
嘉
乱
後
北
方
的
豪
族
』（
台
湾
商
務
印
書

館
、
一
九
六
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
一
五）『
晋
書
』
巻
五
十
七
・
羅
憲
伝
に
、

左
遷
巴
東
太
守
。
時
大
將
軍
閻
宇
都
督
巴
東
、
拜
憲
領
軍
、
爲
宇
副
貳
。
魏
之
伐
蜀
、

召
宇
西
還
、
憲
守
永
安
城
。
…
（
陸
）
抗
退
。
加
陵
江
將
軍
・
監
巴
東
軍
事
・
使
持

節
・
領
武
陵
太
守
。

と
あ
る
よ
う
に
、
蜀
の
巴
東
都
督
も
、
魏
晋
で
は
「
監
巴
東
諸
軍
事
」
に
降
格
さ
れ
て
い
る
。

（
一
六）
前
掲
拙
稿
Ｃ
を
参
照
。

（
一
七）『
華
陽
国
志
』
南
中
志
に
、

（
霍
弋
）
及
晉
世
、
因
仍
其
任
。
時
交
趾
不
附
、
假
弋
節
、
遙
領
交
州
刺
史
、
得
以
便

宜
選
用
長
吏
。

と
あ
る
よ
う
に
、
霍
弋
は
の
ち
に
交
州
刺
史
を
兼
任
し
て
い
る
が
、『
晋
書
』
巻
五
十
七
・

吾
彦
伝
に
、

呉
亡
、
彦
始
歸
降
、
武
帝
以
爲
金
城
太
守
。
…
遷
員
外
散
騎
常
侍
。
…
會
交
州
刺
史
陶

璜
卒
、
以
彦
爲
南
中
都
督
・
交
州
刺
史
。
…
在
鎭
二
十
餘
年
、
威
恩
宣
著
、
南
州
寧
靖
。

自
表
求
代
、
徴
爲
大
長
秋
。

と
あ
る
よ
う
に
、
呉
末
か
ら
西
晋
初
め
に
か
け
て
交
州
の
都
督
・
刺
史
に
在
任
し
た
陶
璜

（『
晋
書
』
本
伝
も
参
照
）
が
亡
く
な
る
と
、
お
な
じ
く
旧
呉
臣
の
吾
彦
が
「
南
中
都
督
・

交
州
刺
史
」
を
拝
命
し
た
と
い
う
。
西
晋
の
南
中
都
督
と
交
州
刺
史
は
、
し
ば
し
ば
兼
任
さ

れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
一
八）
以
下
、
蜀
の
「
行
官
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
諸
葛
亮
・
北
伐
軍
団
の
組
織
と
編
制
に
つ

い
て
」（『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
四
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。

（
一
九）『
蜀
志
』
巻
十
四
・
蔣
琬
伝
に
、

（
建
興
）
五
年
、
亮
住
漢
中
、
琬
與
長
史
張
裔
統
留
府
事
。
八
年
、
代
裔
爲
長
史
、
加

撫
軍
將
軍
。
…
亮
卒
、
以
琬
爲
尚
書
令
、
俄
而
加
行
都
護
、
假
節
、
領
益
州
刺
史
。
遷

大
將
軍
・
録
尚
書
事
、
封
安
陽
亭
侯
。

と
あ
る
よ
う
に
、
筆
頭
の
蔣
琬
は
丞
相
留
府
長
史
か
ら
「
都
護
」（
お
そ
ら
く
中
都
護
）
に

超
遷
し
て
い
る
。
な
お
、
記
録
に
は
見
え
な
い
が
、
当
然
、
撫
軍
将
軍
か
ら
進
号
し
た
は
ず

で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
将
軍
就
任
は
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー
の
楊
儀
を
失
脚
さ
せ
て
蜀
の
全
権
を
掌

握
し
た
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
葛
亮
執
政
期
、
序
列
二
位
の
李
嚴
が
中
都
護
・
驃
騎

将
軍
、
同
三
位
の
劉
琰
が
中
軍
師
・
車
騎
将
軍
だ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
諸
葛
亮
死
後
、
呉

懿
が
車
騎
将
軍
に
進
号
し
た
こ
と
（『
蜀
志
』
巻
十
五
・
楊
戯
伝
に
載
せ
ら
れ
る
『
季
漢
輔

臣
賛
注
』）
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
中
都
護
の
蔣
琬
は
驃
騎
将
軍
、
中
軍
師
の
楊
儀
は
衛
将

軍
に
進
号
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
〇）
な
お
、
同
上
巻
十
一
・
向
朗
伝
に
、

朗
兄
子
寵
、
…
建
興
元
年
、
封
都
亭
侯
、
後
爲
中
部
督
、
典
宿
衞
兵
。
…
遷
中
領
軍
。

と
あ
る
よ
う
に
、
向
寵
が
任
ぜ
ら
れ
た
「
中
領
軍
」
は
、
魏
晋
の
同
名
の
官
職
と
お
な
じ
く
、

親
衛
隊
長
の
職
と
み
ら
れ
る
。

（
二
一）
三
官
の
定
数
を
合
計
六
員
と
仮
定
す
る
と
、
附
表
に
示
し
た
歩
騭
の
よ
う
に
、
当
然
、
在

任
す
べ
き
人
物
の
ポ
ス
ト
が
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
。
歩
騭
は
陸
遜
と
同
時
期
に
護

軍
に
在
任
し
て
い
る
が
、『
呉
志
』
本
伝
に
よ
る
か
ぎ
り
、
都
護
や
軍
師
へ
の
昇
進
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
か
れ
の
序
列
が
朱
然
・
全
琮
の
上
位
に
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、「
中
軍
師
」
や
「
中
都
護
」
の
存
在
も
想
定
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
二）
な
お
、『
呉
志
』
巻
十
七
・
胡
綜
伝
に
、

與
是
儀
・
徐
詳
倶
典
軍
國
密
事
。
劉
備
下
白
帝
、（
孫
）
權
以
見
兵
少
、
使
綜
料
諸
縣
、

得
六
千
人
、
立
解
煩
兩
部
、
詳
領
左
部
、
綜
領
右
部
督
。
…
權
下
都
建
業
、
詳
・
綜
並

爲
侍
中
、
進
封
鄕
侯
、
兼
左
右
領
軍
。

と
あ
る
よ
う
に
、
孫
權
の
近
臣
で
あ
っ
た
徐
詳
と
胡
綜
は
「
左
右
領
軍
」
に
任
ぜ
ら
れ
て
い

る
。
管
見
の
限
り
、
呉
に
お
け
る
唯
一
の
領
軍
の
事
例
で
あ
る
。
詳
し
い
職
掌
は
不
明
で
あ

る
が
、
か
つ
て
二
人
は
「
解
煩
営
」
と
い
う
新
設
部
隊
の
指
揮
官
を
兼
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
左
領
軍
・
右
領
軍
は
、
魏
晋
の
中
領
軍
の
よ
う
に
、
親
衛
隊
の
統
率
に
関
わ
る

官
職
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
三）
勲
官
に
つ
い
て
は
、
濱
口
重
國
『
秦
漢
隋
唐
史
の
研
究
』
上
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
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九
六
六
年
）
第
一
部
第
四
章
「
西
魏
二
十
四
軍
と
儀
同
府
」、
宮
崎
前
掲
書
・
第
二
編
第
五

章
「
北
朝
の
官
制
と
選
挙
制
度
」
第
十
五
節
「
隋
代
の
新
制
度
」、
氣
賀
澤
保
規
『
府
兵
制

の
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
九
九
年
）
第
五
章
「
隋
煬
帝
期
の
府
兵
制
を
め
ぐ
る
一
考
察
」、

高
橋
徹
「
衛
官
と
勲
官
に
関
す
る
一
試
論
」（『
句
沫
集
』
八
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
二
四）『
呉
志
』
巻
十
二
・
朱
拠
伝
に
も
、「
典
軍
吏
」
と
い
う
タ
ー
ム
が
見
え
る
。

（
二

五
）
拙
稿
「
無
上
将
軍
と
西
園
軍
─
後
漢
霊
帝
時
代
の
『
軍
制
改
革
』」（『

集
刊
東
洋
学
』
七

六
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
二
六）『
梁
書
』
巻
二
十
二
・
太
祖
五
王
・
南
平
王
蕭
偉
伝
に
、

（
天
監
）
十
三
年
〔
＝
五
一
四
〕
、
改
爲
左
光
祿
大
夫
。
加
親
信
四
十
人
、
…
置
防

閤
・
白
直
・
左
右
職
局
一
百
人
。

と
あ
る
。
「
職
局
」
は
兵
職
局
の
略
称
と
思
わ
れ
る
が
、
諸
王
侯
の
親
衛
隊
組
織
で
あ
る

「
防
閤
」「
白
直
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
同
様
の
性
格
を
も
つ
組
織
だ
っ
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
二
七
）
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
―
科
挙
前
史
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
六
年
）
第

二
編
第
三
章
「
南
朝
に
お
け
る
流
品
の
発
達
」
第
九
節
「
勲
位
の
成
立
」
を
参
照
。

（
二
八）
な
お
、『
長
沙
走
馬
楼
呉
簡
・
竹
簡
〔
壱
〕』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
に
は
、「
典

軍
曹
史
許
尚
」
と
い
う
官
姓
名
が
記
さ
れ
た
断
簡
が
数
点
み
え
る
。「
曹
史
」
と
い
う
官
名

か
ら
推
測
す
れ
ば
、
郡
県
吏
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
も
と
よ
り
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
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附
表

孫
呉

の
軍

師
・

都
護

・
護

軍

建
安
四
年
（
一
九
九
）

〔
中
護
軍
〕
周
瑜
（
建
威
中
郎
将
･
江
夏
太
守
）

建
安
十
四
年
（
二
〇
九
）
＊
孫
權
行
車
騎
将
軍

〔
軍

師
〕
張
昭

〔
右
都
護
〕
？
程
普
（
裨
将
軍
･
江
夏
太
守
）

〔
左
都
護
〕
？
周
瑜
（
偏
将
軍
･
南
郡
太
守
）

建
安
二
十
年
（
二
一
五
）

〔
軍

師
〕
張
昭

〔
右
都
護
〕
孫
皎
（
征
虜
将
軍
･
夏
口
督
）

〔
左
都
護
〕
？
魯
肅
（
横
江
将
軍
･
漢
昌
太
守
）

〔
右
護
軍
〕
蔣
欽
（
盪
寇
将
軍
）

〔
左
護
軍
〕
呂
蒙
（
虎
威
将
軍
）

黄
武
二
年
（
二
二
三
）

〔
右
護
軍
〕
陸
遜
（
輔
国
将
軍
･
荊
州
牧
）

〔
左
護
軍
〕
歩
騭
（
右
将
軍
）

黄
龍
元
年
（
二
二
九
）
＊
孫
權
称
尊
号

〔
右
都
護
〕
陸
遜
（
上
大
将
軍
･
武
昌
督
･
荊
州
牧
）

〔
左
都
護
〕
諸

葛
瑾
（
大
将
軍
･
公
安
督
･
豫
州
牧
）

〔
？

〕
？
歩
騭
（
驃
騎
将
軍
･
西
陵
督
･
冀
州
牧
）

〔
右
護
軍
〕
朱
然
（
車
騎
将
軍
･
楽
郷
督
･
兗
州
牧
）

〔
左
護
軍
〕
全
琮
（
衛
将
軍
･
牛
渚
督
･
徐
州
牧
）

赤
烏
九
年
（
二
四
六
）

〔
？

〕
？
歩
騭
（
丞
相
…
）

〔
右
軍
師
〕
朱
然
（
左
大
司
馬
…
）

〔
左
軍
師
〕
全
琮
（
右
大
司
馬
…
）

〔
右
都
護
〕
？
呂
岱
（
上
大
将
軍
･
武
昌
右
部
督
）

〔
左
都
護
〕
？
諸

葛
恪
（
大
将
軍
･
武
昌
左
部
督
）

太
平
二
年
（
二
五
七
）

〔
右
都
護
〕
文
欽
（
鎮
北
大
将
軍
･
幽
州
牧
）

〔
左
都
護
〕
諸

葛
誕
（
驃
騎
将
軍
･
青
州
牧
）

〔
左
護
軍
〕
留
贊
（
左
将
軍
）

永
安
二
年
（
二
五
九
）

〔
右
都
護
〕
施
績
（
上
大
将
軍
･
楽
郷
督
）

〔
左
都
護
〕
丁
奉
（
大
将
軍
）

元
興
元
年
（
二
六
四
）
＊
孫
晧
即
位

〔
右
軍
師
〕
施
績
（
左
大
司
馬
…
）

〔
左
軍
師
〕
丁
奉
（
右
大
司
馬
･
徐
州
牧
）

鳳
凰
元
年
（
二
七
二
）

〔
□
都
護
〕
陸
抗
（
鎮
軍
大
将
軍
･
楽
郷
督
･
益
州
牧
）

天
紀
四
年
（
二
八
〇
）
＊
呉
滅
亡

〔
右
軍
師
〕
張
悌
（
丞
相
）

×
戦
死

〔
左
軍
師
〕
諸

葛
靚
（
大
司
馬
）

〔
□
護
軍
〕
孫
震
（
大
将
軍
）
×
戦
死

以
上
、
『
呉
志
』
各
本
伝
、
お
よ
び
呉
主
伝
、
三
嗣
主

伝
に
よ
る
。

〔
凡
例
〕

＊
大
事

？
推
定

（
）

主
な
兼
任
官

…
前
出
の
兼
任
官
と
同
じ

な
お
、
都
督
に
つ
い
て
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
す
べ

て
「
○
○
督
」
と
表
記
。
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